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研究成果の概要： 
まずは本件急の基礎となる部分的な隠れや対象の向きの変化に影響を受けにくい認識法の研究

を行った．従来の認識法では対象領域から抽出した大局的な特徴を用いるのが一般的であったが

，新たに局所カーネルを導入し，見えの変動に頑健な認識法を確立した．さらにこの方法を拡張

し，動画像処理の基礎となる見えの変動に頑健な対象追跡法を実現した．これらの方法は有効で

あるが，計算コストが高い．そこで，局所カーネルの計算を高速化する研究にも取り組んだ．ま

た，画像理解を目的として１０１種類の対象カテゴリを識別する問題にも取り組んだ．ここでは

，局所カーネルの考え方を活かした認識法を提案し，従来法と同等の性能が得られることを確認

した．また，文脈情報として重要であるシーンカテゴリの識別問題にも取り組み，従来法よりも

高い識別精度を達成した．これらの方法を手がかりとして，文脈情報を基に対象の位置を推定す

る研究や双方向情報処理を用いた適応的な情報選択の研究を行い，その有効性を示した． 
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研究分野：パターン認識 
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１．研究開始当初の背景 
 

近年のデジカメやパソコンの普及により一

般ユーザーでも簡単に大量の動画像を撮影，

保持できるようになってきたため，キーワ

ードによる簡易な分類や検索ではなく，動

画像の内容に基づく自働分類や検索技術の

必要性が高まってきている．また，昨今，
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多くの場所に屋外監視カメラが設置される

ようになってきている．それらのカメラか

ら時々刻々と得られる動画像から危険を予

測し，回避するための警告や誘導を自動的

に行うためには，やはり動画像の内容を理

解することが必要不可欠である．さらに，

二足歩行ロボットが人間の生活環境下で共

同生活を行い，人間の手助けをするために

は，人間の動作や周囲の状況の理解が必要

となる．こうした事から，今後は従来のよ

うな単なる対象の識別ではなく，動画像の

内容や意味を理解することが重要になって

くると考えられる．そこで，本研究ではコ

ンピュータによる（動）画像理解を目指し，

その基礎となる手法の研究を行う． 

 
２．研究の目的 
 

従来のパターン認識研究では対象領域から

抽出した情報を基に一方向の処理を行って

いた．しかし，このようなやり方では画像

理解という難しい問題に太刀打ちできない．

そこで，対象の情報だけでなく文脈情報も

積極的に利用する枠組みを確立する．さら

に，従来の一方向情報処理の殻を破り，双

方向の情報処理を導入する．具体的には，

低次野での情報処理を基に高次野で推論を

行い，その結果のフィードバック情報によ

り適応的に情報を選択しながら変動に対す

る頑健性を向上させると共に画像理解に迫

る．  

 
３．研究の方法 
 

(1) まずは基礎となる認識法の研究を行

う．実環境下で使用することを考えた場合，

部分的な隠れや対象の向きの変化が問題

となる．そこで，部分的な隠れや向きの変

化に頑健な認識法の研究を行う．それを基

に動画像処理の基礎となる変動に頑健な

対象追跡法を実現する． 

 

(2) これらの成果を基に画像理解の足が

かりとして画像に含まれる対象のカテゴ

リ識別法の研究をする．また，シーンカテ

ゴリの情報は文脈情報として利用できる

ことから，カテゴリ識別の成果を基にシー

ンカテゴリを識別する方法の研究も行う． 

 

(3) 次に，文脈情報を用いた認識法の研究

を行う．さらに，双方向情報処理を導入し

て状況に応じた適応的な情報選択法を実

現し，動画像を用いて有効性を確認する． 

 

４．研究成果 

 

(1) 局所カーネルを基に部分的な隠れや

向きの変化に頑健な認識法を実現した．こ

うした方法は顔の認識等の実際的な応用

の面からも重要である．得られた研究成果

は国際会議で発表し，国内外の学術論文誌

に掲載された． 

 

(2) 対象カテゴリやシーンカテゴリの識

別法の研究では，(1)で得られた成果を活

かした方法を提案した．従来法と比較する

ために海外のデータベースを用いた評価

を行い，従来法と遜色ない性能が得られる

ことを確認した．この成果も国際会議等で

発表した． 

 

(3) 文脈情報を利用した画像中の対象の

位置推定を行い，従来の対象検出法では位

置の推定が難しい画像例に対してもうま

く位置を推定できることを示した．今後は

従来の対象検出とも組み合わせる予定で

ある．さらにに，双方向の情報処理を動画

像認識に導入し，下の層で得られた情報を

基に上の層で推論を行い，その結果をフィ

ードバックすることにより対象の見えが

動的に変化する状況下でも安定した認識

が可能となった．これらの成果も国内外の

学術論文誌に掲載された． 
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